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解 説

植物の分類就

ワラビがあてはまるＢはシダ植物，アブラナがあてはまるＤは被子植物です。Ｃは，○の 条 件「種子で問１・２ い
ひ し じょうけん

ふえる」にあてはまる，被子植物以外の植物のグループであることから，裸子植物だとわかります。残ったＡはコ
ら し

ケ植物です。問２で，コケ植物以外のＢ～Ｄにあてはまる条件は，(ｲ)の「維管束を持つ」です。(ｱ)にはＤの被子
い かんそく

植物だけが，(ｳ)にはスギゴケやイチョウなどＡ～Ｄの一部が，(ｴ)にはＡ～Ｄのすべてがあてはまります。

Ｄの被子植物は，子葉が１枚の単子葉類と，２枚の双子葉類に分けられます。Ｄ１にアブラナがあてはまるこ問５
まい そう し よう

とから，Ｄ１が双子葉類だとわかります。(ｱ)・(ｳ)は双子葉類の，(ｵ)は単子葉類の特ちょうです。(ｲ)・(ｴ)は，

単子葉類と双子葉類のどちらにもあてはまります。

気 象 の観測州
き しょう かんそく

風速は，観測時刻前の10分間の空気の移動距離を調べ，１秒間あたりの平均の速さで表します。この10分間の問３
じ こく い どうきょ り へいきん

空気の移動距離が2400ｍだったことから，14時の風速は，毎秒４ｍ（ ）だとわかります。
10×60
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しつ球の示度は，かん球の示度と同じかそれよりも低くなります。これは，水が 蒸 発するとき，ま問５ 唄・鰻
し ど じょうはつ

わりから熱をうばうためです。したがって，下線部②のときのしつ球の示度は18.5℃（22－3.5）です。気温が

同じ場合，しつ度が低い（＝飽和水蒸気量に対する空気中の水蒸気の量の割合が低い）ほど水は蒸発しやすくな
ほう わ わりあい

るので，しつ球の示度は低く，かん球としつ球の示度の差は大きくなります。

（表２）より，気温が22℃のときの飽和水蒸気量は19.4ｇです。 より，下線部②のときのしつ度は70％だっ蔚 欝
70たことから，このときの空気にふくまれていた水蒸気の量は，１ あたり約13.6ｇ（19.4× ＝13.58）だとわ庵
100

かります。

季節と天気修

・ （図２）では，日本付近の海上に筋状の雲が多く見られます。冬は，本州の北東に低気圧，大陸に高問３ 唄 欝
すじじょう てい き あつ

気圧がある，西高東低の気圧配置になることが多く，冷たい北西の季節風がふいて，このような雲をつくります。

・ （図３）では，東西にのびる長い雲の帯が見られます。梅雨の時期，日本付近では南北の高気圧からふき蔚 鰻
つ ゆ

出す風がぶつかることで前線ができ，このような雲の帯をつくります。この前線は停たい前線で，南北のせまい
てい

はん囲しか移動しないため，何日にもわたって天気の悪い日が続きます。
い

輪軸愁
りんじく

輪軸Ｂを右まわりに回そうとするはたらきの大きさは1200（150×８）となり，これと，左まわりに回そ問２ 唄

うとするはたらきの大きさは等しくなることから，点Ｐにかかる力の大きさは75ｇ（1200÷16）だとわかります。

より，輪軸Ａを左まわりに回そうとするはたらきの大きさは750（75×10）になることから，ばねばかりが欝 唄

示す 値 は50ｇ（750÷15）だとわかります。
しめ あたい

重さがある棒のつり合い拾
ぼう

・ （図４）より， 棒Ｂの重さは80ｇ（100問３ 唄 欝 上向き・下向きそれぞれの力の合計は等しくなることから，

－20）だとわかります。また （図３）より，棒Ｂの重心は 左 端から24㎝の位置にあります。重心の位置に棒Ｂ，
ひだりはし

てこを左まわりに回そうとするはたらきの大きさの重さ分のおもりがつるされていると考えると （図４）で，，

は480（80×(30－24)）となります。これと，右まわりに回そうとする

はたらきの大きさは等しくなることから，20ｇのおもりをつるした点

は，支点の右24㎝（480÷20）の位置，つまり， 右端から６㎝棒Ｂの
し てん

（30－24）の位置にあることがわかります。

右図のように，棒Ａ・Ｂそれぞれの重心の位置にそれぞれの棒の重蔚

さ分のおもりがつるされていると考えると，てこを右まわりに回そう

とするはたらきの大きさは2520（20×30＋80×24）となります。した

がって，ばねばかりが示す値は42ｇ（2520÷60）になります。
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